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r戦死公報丑一見つかった父の
福島市渡部幸一（4

父は24歳で戦死
私は3歳でした

つい最近、私の母が残して

おいた父の「戦死公報」が見つ
りました。原本はガリ版刷りの

|区出身ﾛ80歳｡本会会員）

男手のない農家がどんなに大変
だったか、私はよくわかります。

当時、男はほとんど兵隊に取られ、

再婚すらできず、母は死ぬまで寡

婦でした。祖父や祖母がいたから

何とか一人前にしてもらいましたが、戦争なんて
とんでもないことです。日本が仕掛けた戦争で、

日本人300万人超戦死､原爆二発も落とされるし、

アジア諸国では2α〕O万人も・・。

「国民の生命と財産を守るために軍隊は必要。

そのために（武器は持たない、戦争はしない）憲
法9条を（できる様に）変える」と安倍元総理を

先頭に言っていますが、この「戦死公報」を読む
と、いかにそれがウソかがよくわかります｡来年、

「明文改憲」（国民投票）を参院選と同時投票で

やろう、と非常に危険な状況です。

『戦死公報』を子どもたちに伝えたい
自分で言うのも何ですが、この「戦死公報」は

非常に貴重な資料だと思いますので、今、教室に
いる子どもたちにしっかりと伝えていかなければ
・・・と思います。また、各分野で活用されるこ

とを希望します。それが私の父や同じ様に無念の

死を遂げた方ﾉﾏﾍの最大の供養になると思い、皆

様にお送りしています。

(小高区出身。

ものですが､とても私には読めませんでしたので、

歴教協の方に現代語訳をしてもらい、また、父が

属していた部隊がどういう任務を持っていたかも

調べていただきました。

「公報」には戦死した場所が明確には書いてあ

りませんが､戦後父の戦友から直に聞いた話では、

「7隻の貨物船で移動中、米軍の飛行機に爆撃さ

れ、4隻がやられた。私はやられない方に乗って

いたので、こうして帰れた」と話していました。
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『父ちゃん｣を－度も使ったことがない

父は-i920(大正9)年福島県行方郡塚原村(※

謄本のまま 現・南相馬市小高区）生まれ。兄弟
7人中の三男。（いわき市）四倉で船大工どして働

いていた。1940 (昭和15)年母と結婚、相馬

郡金房村大富に婿入り｡まもなく赤紙が来て出征。
私は1941 (昭和16)年に生まれましたが、

父（渡部 豊）は1944（昭和19）年に戦死。享

年24歳で、私は3歳でした。父がまだ仙台の部隊
にいた時、赤子の私と面会したそうですが、生涯

で"親子らしいこと”をしたのはそれが唯一です。
だから私は生まれてこの方、「父ちゃん」とか「お

父さん」「おやじ」というコトバを一度も使った
ことがないのです。
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O本会では会発足時から､会員さんの｢戦争体験』を収集し会報に褐戦してきました｡この渡部幸一さんの
『戦争体験｣で41回(人)目です｡戦争を知る世代が少なくなっていますが､『戦争体験｣をお寄せください。
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○以上が渡部幸一さんの『戦争体験｣41です｡ご意見など事務局へお寄せください｡また､会員の
皆さまの『戦争体験』をお待ちしています｡記録に残し､次の世代に戦争の愚かさを伝えましょう。
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本土復帰から50年 沖縄のここ､辺鰯古のこと
今年5月15日で沖縄の日本復帰から50年です。沖縄の過酷な歴史や基地
について、沖縄で起っていることなど福島との共通点も多いようです。

＜平均収入＞=＝
沖縄県374万円

全国 487万円
（全国平均の8割）

＜面積＞＜人口＞2021年

沖縄県146万9千人(全国の1.2％） 沖縄県2,281 kni(全国の0.6% )
全国1億2360万人 全国377,97 4k ITi
・出生率1.86で全国一 。大学等進学率は全国最下位39%
・米軍統治下で輸入型経済になり、製造業が育だず低収入になっている。

く辺野古基地問題＞
一

。 －一

■1995年の沖縄米兵の少女暴行事件を契機
に、宜野湾市の普天間基地の返還要求運動が
起こる。締余曲折を経て県外移設は不可能と
名護市辺野古に移設が決まる。■しかし辺野
古は、海洋埋め立てでサンゴ礁破壊や軟弱地
盤の問題、埋め立てに戦没者遺骨を含む土砂
を使用する非人道的蛮行など、米国の顔色を
うかがい、沖縄を見下して反対運動を全く無
視する国や政府の態度に、反対デモに参加さ
れてきた会員さんもいます。■基地の沖縄老
原発事故の福島も身勝手な国策に翻弄され続
けてきた地域で、無関心ではおれません。
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